
 
 ○       ○ 1 

  
記号 養 番号  

  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅴ 養護解答例 
 
 

 

１  （１）１点×１５=１５点 （２）①～④１点×４=４点 ⑤～⑩２点×６=１２点 

                               計３１点 

 

（１） 

① 保持増進 ② 保健管理 ③ 教育活動 

 ④ 安全管理 ⑤ 円滑な実施 ⑥ 成果の確保 

 ⑦ 毎学年定期 ⑧ 臨時 ⑨ 予防処置 

 ⑩ 治療 ⑪ 運動 ⑫ 作業 

 ⑬ 軽減 ⑭ 校長 ⑮ 学校の設置者 

 

（２） 

① 治癒する ② 五日 

 ③ 二日 ④ 三日 

 ⑤ 全身状態が良好 ⑥ 発しんが消失 

 ⑦ すべての発しんが痂
か

皮化 ⑧ 一日 

 ⑨ 予防処置 ⑩ 適当と認める 

 

２  （１）２点×５=10 点 （２）１点×７=７点        計１７点 

 

（１） 

① 
再体験症状 

（侵入症状） 
② 陰性気分 ③ 解離症状 

 ④ 回避症状 ⑤ 過覚醒症状 

 

 （２） ① × ② × ③ 〇 
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（２） 

 

④ 〇 ⑤ × ⑥ 〇 

 ⑦ 〇 

 

３  （１）１点×５=５点 （２）１点×１０=１０点       計１５点 

 

（１） 

① 覚醒剤 ② ＭＤⅯＡ ③ 危険ドラッグ 

 ④ コカイン ⑤ 大麻 

 

（２） 

① 特別活動 ② 道徳 ③ 好奇心 

 ④ ストレス ⑤ 学校保健計画 ⑥ １ 

 ⑦ 学校薬剤師 ⑧ 国 ⑨ 情報交換 

 ⑩ 発達段階 

 

４  （１）２点×４=８点 （２）１点×３=３点（３）１点×６=６点   計１７点 

 

（１） 

身体的虐待 性的虐待 

 ネグレクト 心理的虐待 

 （２） ① ウ ② ア ③ ア  

 

（３） 

① 衣服 ② からだ ③ 不自然 

 ④ 夜遅く ⑤ 拒否的 ⑥ 無関心 

   （１）、（３）① ②また⑤ ⑥は順不同 

２ 
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５   （１）１点×９=９点 （２）１点×２=２点        計１１点 

 

（１） 

① 持続 ② 適合 ③ 二 

 ④ 医学的知見 ⑤ 性自認 ⑥ 性的指向 

 ⑦ 
レズビアン（Lesbian）

女性同性愛者 
⑧ 

ゲイ（Gay）男性同性

愛者 
⑨ 

バ イ セ ク シ ャ ル

（Bisexual）両性愛者 

 （２） ① ２２ ② ２７ 

 

 

６   （１）１点×６=６点 （２）３点×４=１２点 （３）１点×１１=１１点 

                                計２９点 

 

（１） 

① 自閉症 ② 広汎性発達障害 ③ 学習障害 

 ④ 注意欠陥多動性障害 ⑤ 脳機能 ⑥ 低年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

・日々の健康観察や保健調査及び健康診断結果等から一人一人の健康状態を把握する。 

・保健室に来室した際の何気ない会話や悩み相談等から、生徒等を取り巻く日々の生活状況、他の生徒等との関わ

り等に関する情報を得る。 

・障害のある生徒等に対して、特別支援教育を念頭に置き、個別に話を聞ける状況を活用しつつ、生徒等に寄り添

った対応や支援を行う。 

・生徒等から収集した情報について、必要に応じて学級担任や他の関係する教職員と共有する。   など 

・生徒等の心身の健康課題を発見しやすい立場にあり、校内の学年等の枠や校種間を超えて、情報を収集する。 

・情報収集に当たっては、特別支援教育コーディネーターと事前に協議し、校内での効果的な情報の共有を図

ることを心がける。 

・定期的な相談や情報交換を行う体制づくり。 

・校内委員会の構成員になる（ことが望ましい）。   など 

・健康診断における困難さとして、例えば LD（学習障害）があり、ランドルト環方式の視力検査が苦手だった

り、ADHD（注意欠陥多動性障害）があり、聴力検査や心電図検査が円滑にできなかったりすることが挙げられ

るが、こうした生徒等が在籍する場合は、あらかじめ校内委員会等において、健康診断及び保健指導の計画の立

案を積極的に行い、方針を決めた上で、事前に保護者と相談を行いつつ、健康診断を実施することが重要。これ

らをきっかけに保護者との連携を深めることもできる。 など 

・生徒等の心身の健康課題を把握し、医療機関への受診の必要性等について、学校医に相談を行う。 

・必要に応じて学校医に対して、授業や休み時間等に生徒等の様子を共に観察することを提案するなど、生徒等

の日常的な様子や実態を把握する働きかけを行う。 

・医療的ケアが必要な生徒等に対する支援に当たって、特別支援教育コーディネーターが医療機関等の専門家と

連携を図る必要がある場合には、積極的に協力することが望ましい。  など 
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（３） 

① 地域 ② 長期 ③ 一貫 

 ④ 福祉 ⑤ 取組 ⑥ 目的 

 ⑦ 進路先 ⑧ 保護者 ⑨ 個人情報 

 ⑩ 実態 ⑪ 教育課程 

 

 

 

 

 


